
 

 令和３年６月 16 日（水）午後２時 45 分頃、県東部において、 

小学３年生の男子児童が徒歩にて１人で下校途中、車に乗った男 

から「車に乗る？」等と声をかけられましたが、その際、緑色の 

ベストを着た防犯ボランティアが通りかかったため、男は防犯ボ

ランティアに気付き、逃走するという事案がありました｡ 

  登下校時に皆さんが姿を見せることが、犯罪に対する 

大きな抑止力となっています。 

  子供に声かけする不審者は、犯行前に周囲に人がいないか 

 確認し、子供が１人になる瞬間を狙っています。 

  そのため、皆さんが、登下校時間帯に 

   ○ 花の水やり、犬の散歩、買い物、農作業、 

    ランニング、ウォーキング 

   ○ 通勤、配達、現場への移動等の事業活動 

 等の日常的な活動を行い、より多くの姿を見せるだけ 

 でも、犯人から犯行の機会を奪うことに繋がります。 

  子供たちの安全安心を守るために、地域の目を 

 増やしていきましょう。        

 

犯罪や不審者に関する情報を認知したら、 
すぐ警察へ通報をお願いします 


